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Figure7:比熱の温度依存性.J′/∫-0.62,0.635,0.64,0.66の結果を示す.Jの大きさは










































た状態から始める.式(4)が成り立つため,図 3の中で aあるいは bボンドが三重項であ
る時の行列要素を考えればよい.そのような行列要素は次のようにかける.
7i/able)altm)a-0 (m-0,j=1). (10)
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の計算を行なった.ここで 回 は基底状態を 回 は励起状態を表し,Eo,Enはそれぞれの
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の時のSqzzを図 20に示す･古典的な基底状態の Sqzzを JI/J-0のところに示してあ



































































項を表す･(a)磁化 1/8.正方形の単位格子.(b)磁化 1/3.ストライプ構造.(C)磁化 1/2.
正方形の単位格子.
5 結論
SrCu2(BO3)2ではShastryとSutherlandにより約20年前に提唱された厳密な基底状態
が実現している.この系の基底状態に関しては,直交ダイマー模型の相図を決定すること
が残された課題の一つである.一方,実験的には,同じような構造を持つ新たな物質の発
見が期待される.反強磁性相にある物質やSrCu2(BO3)2よりも小さなスピンギャップを持
つ物質が発見されると直交ダイマー系に関する理論的な理解もより深まると期待される.
新物質の合成という点ではSrの置換などの試みが行なわれているが,SrCu2(BO3)2と大
きく異なるような結果は得られていない[9】.一方で,パラメータの変化という意味では高
圧下での実験が期待される.SrCu2(BO3)2は相転移点の近傍に位置していると考えられて
おり,圧力の効果で実際に相転移が起こる可能性がある.
励起状態の局在性が強いという性質は SrCu2(BO3)2の磁性を考える上で非常に重要
な役割を果たしている.また,少数系での計算が実験結果と比較的よく一致しているのも
この性質によるためであると考えられる.励起状態では,ESR【22,21】やRaman散乱 【14】
で禁制遷移が観測されており,その起源を明確にする必要がある.また最近では高分解能
での中性子実験が行なわれており[3】,これらの結果との比較検討を行なうことは励起状
態の性質の理解を深める上でも大切である.また,ESR[23】で観測されているような,高
磁場中での励起状態の性質を考えることも残された課題の一つである.
この系での磁化プラトーの出現の起源も,励起状態の局在性の強さによっている.理論
的には 1/8,1/4,1/3,1/2プラトーが予測されており,実際に,実験では1/8,1/4,1/3プ
ラトー が観測されている.1/2プラトーは 100T付近に観測されると考えられており,更
に高磁場中での磁化曲線を観察することで1/2プラトーの存在の有無を確かめることが
期待される.また,各プラトーでの NMRや中性子散乱実験を行なうことで,実験的に各
プラトーでの超格子構造を確認することが期待される.また,図 15から分かるように磁
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化曲線はスピンギャップに対応する磁場よりも低磁場で有限の磁化をもつ.こうした有限
の磁化は温度に依存しないことが実験で確かめられている.この有限の磁化の起源を明ら
かにすることは,理論的な今後の課題の一つである.
これまでの話でも分かるようにこの系は理論と実験が切碇琢磨している系である.今
後も理論,実験の両面でさらなる発展がなされることが期待される.
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